
 

 

第 6 章 

ログオン／ログオフ 
 
この章では、利用者のログオン／ログオフ方法について説明します。 

  

6.1 システムにログオンする････････････････････････････････ 6-2 

6.2 システムからログオフする･･････････････････････････････ 6-6 
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6.1 システムにログオンする 
システムにログオンします。電子証明書方式の場合と ID・パスワード方式の場合では、ログオン方
法が異なります。 

 

● 電子証明書方式の場合 

 
※ この画面は参考画面です。 

① 当金庫の法人インターネットバンキングの
トップページを開きます。 

② 「電子証明書方式」の→ログオンをクリック
します。 
⇒ 電子証明書の選択画面が表示されます。 

＜Windows Vistaの場合＞ 

＜Windows XPの場合＞ 

 
＜Windows 2000の場合＞ 

 

③ 電子証明書を選択し、OK をクリックします。 
⇒ 「利用者ログオン」画面が表示されます。 

※ 電子証明書の番号として、「利用者番号（ご契約先 ID）」
＋「利用者 ID」＋「金融機関コード」が表示されてい
ます。 
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④ 「利用者暗証番号」を入力し、ログオンをク
リックします。 
※ 「利用者暗証番号」は、開通確認時に設定した番号です。 

参照 開通確認については、「4.2 利用者の開通確認
を行う」参照 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 
ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方ついては、
1.2「(3) ソフトウェアキーボードについて」
参照 

※ ログオンを取り止める場合は、閉じるをクリックします。 

※ 入力値をクリアする場合は、クリアをクリックします。 

 

⇒ 利用者のログオンが完了し、システムが起動します。 
「利用者ステータス」画面が表示されます。 

参照 「利用者ステータス」画面の見方については、
10.2「(1) 利用者情報を照会する」参照 

 

 
補足 

 
◆ 手順④で入力した「利用者暗証番号」で既にログオン中の場合、または前回ログオン時にブラウ
ザを閉じてしまったなどの理由で正常ログオフされていない場合、「利用者再ログオン」画面が表

示されます。 

 
この場合は、「利用者暗証番号」を入力してログオンをクリックしてください。 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 
参照 ソフトウェアキーボードの使い方ついては、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについて」参照 

◆ 「利用者暗証番号」「利用者確認暗証番号」の有効期限は 180日間です。設定してから 180日を
経過すると、ログオン直後の「利用者ステータス」画面に、有効期限超過のメッセージが表示さ

れます。 

利用者暗証番号と利用者確認暗証番号の有効期限が過ぎています。変更してください。 

 変更しなくても引き続きご利用いただけますが、セキュリティ向上のためには変更することをお
勧めします。 
◆ 電子証明書の有効期限は、取得後 1年間です。有効期限の 30日前になると、ログオン直後の「利
用者ステータス」画面に、更新案内のメッセージが表示されます。 

参照 
 
◆ 「利用者暗証番号」「利用者確認暗証番号」の変更方法については、「10.1 利用者情報の変更」参
照 
◆ 電子証明書の更新については、11.1「(2)電子証明書を更新する」参照 
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● ID・パスワード方式の場合 

 
※ この画面は参考画面です。 

① 当金庫の法人インターネットバンキングの
トップページを開きます。 

② 「ID・パスワード方式」の→ログオンをクリ
ックします。 
⇒ 「利用者ログオン」画面が表示されます。 

 

③ 「利用者番号（ご契約先 ID）」と「利用者 ID」
を入力します。 

④ 「利用者暗証番号」を入力し、ログオンをク
リックします。 
※ 「利用者暗証番号」は、開通確認時に設定した番号で
す。 

参照 開通確認については、「4.2 利用者の開通確認を
行う」参照 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 
ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方ついては、 
1.2「(3) ソフトウェアキーボードについて」参照 

※ ログオンを取り止める場合は、閉じるをクリックしま
す。 

※ 入力値をクリアする場合は、クリアをクリックします。 

 

 

⇒ 利用者のログオンが完了し、システムが起動します。 
「利用者ステータス」画面が表示されます。 

参照 「利用者ステータス」画面の見方については、
10.2「(1) 利用者情報を照会する」参照 
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補足 
 
◆ 手順③で入力した「利用者 ID」で既にログオン中の場合、または前回ログオン時にブラウザを閉
じてしまったなどの理由で正常ログオフされていない場合、「利用者再ログオン」画面が表示され

ます。 

 
この場合は、「利用者番号（ご契約先 ID）」「利用者 ID」「利用者暗証番号」を入力してログオン
をクリックしてください。 
◆ 「利用者暗証番号」「利用者確認暗証番号」の有効期限は 180日間です。設定してから 180日を
経過すると、ログオン直後の「利用者ステータス」画面に、有効期限超過のメッセージが表示さ

れます。 

利用者暗証番号と利用者確認暗証番号の有効期限が過ぎています。変更してください。 

 変更しなくても引き続きご利用いただけますが、セキュリティ向上のためには変更することをお
勧めします。 

参照 
 
◆ 「利用者暗証番号」「利用者確認暗証番号」の変更方法については、「10.1 利用者情報の変更」参
照 
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6.2 システムからログオフする 
システムの使用が終了したら、ログオフします。 

補足 
 
◆ 取引終了時には、必ずログオフしてください。 

 

 

① 利用者メニュー右上のログオフをクリック
します。 
⇒ 「利用者ログオフ」画面が表示されます。 

 

 

② OK をクリックします。 
⇒ 「利用者ログオフ完了」画面が表示されます。 

※ ログオフを取り止める場合は、キャンセルをクリック
します。 

 

③ 閉じるをクリックします。 

 

 

 


